
照明社会実験手法
（安心安全のあかりの考え方）

●街路の周りの暗闇を無くします。
人の空間認知と人が隠れられないようにしま
す。
どこに人が滞留しているかを認識させます。

●空間の抜けを認識させます。
どこにいて、どこに行けるかを認識させます。

●人の生活のあかりをつくります。
人の存在を感じられることによって、
犯罪抑止につながります。

〇省エネの実現
通常の街路照明と比較して、
約 1/5 の省エネを実現できます。
なぜ？
■路面の明るさは必要ないのでしょうか？
バリアフリーで計画されている路面には段差がありま
せん。なので、一度平坦だと認識すると、路面を見て
歩いていません。なので、路面の明るさは基本的に必
要性が低いです。
■人の顔は見える必要はないのでしょうか？
一般的には人の顔が見える環境では犯罪は少ないで
す。しかし、近年の犯罪、特に特殊詐欺などでは、
犯罪者は顔を見られても犯罪を犯します。顔が見える
と犯罪を行いと思っている人は、犯罪を起こさない人
です。
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人が認識する街路から連続した空間の暗闇を無くすことで
安心安全を増幅、犯罪の抑止力を実現させます。

あかりの考え方 ひとけを感じるあかり
（店舗から漏れる光）

空間の境界を認知するあかり
（暗闇を無くす光）

視線の抜けを感じるあかり
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行く先々が解るあかり

現状夜

周辺の暗闇を無くす

空間の境界部の認識

座りたくなるあかり

ベンチ設営



〇駅前商店街

各建物に取り付けられた照明が
街のライフのあかりを増幅させた

ライフのあかり

〇 WS 照明社会実験

〇駅前商店街

街路周りの暗闇を無くすことによって
防犯性を確保した

空間認知
防犯性増加

■散策したくなるあかり
　約 50 ～100 ｍ間隔で配置

高台の
出入り口を認識

高台避難誘導

内湾に映り込あかり

「散策したくなる夜の内湾」

暗闇を無くし
散策したくなるあかりを
建物周りに設置

建物周りには、
防犯性を確保する照明を設置し、
電柱の防犯灯を極力無くす。

防潮堤付近の電柱は
スペックを再検討する。

暖かみのある光に包まれる内湾

一般の交差点照明では、8 ｍほどのポール灯が
設置されるが、危険予測照明は
最低限の照明によって景観上有効な手法である

〇危険予測交差点照明
危険予測照明

内湾に面する施設では
全て、水面に映り込むあかりを計画

〇防潮堤〇民建物周辺整備

建物周りの暗闇を無くすあかり

〇 WS 照明社会実験

高台避難誘導

事例

横浜元町仲通商店街

宮城県気仙沼市復興環境整備計画

岩手県大野村（現：洋野町）

街並みを認識させる

街が目立つ、お店が目立つ
照明環境

絵看板の設置を促進
まちに物語が染み出す

現状

官民協力が実現した。→

社会実験

社会実験

建物壁面に設置したブラケット照明によって、ボイドライトで街路の
光環境が作り出されている。仲通の特徴的な店舗からの光が道に溢れ、
ここにしかないにぎわいある街並みとなっている

ここ 10年でお店の数が倍となった

街路の暗闇を無くすことによって、街の安心感
が増幅することを確認後、整備が行われた。民
間の敷地を活用して、あかりからのまちづくり
が実現した。




